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全作物共通
天気は数日周期で変わり、平均気温は平年並か高く、降水量は平年並か多い見込みです。

①ハウス内が高温で経過する日が多くなるため、高温障害に注意します。
換気やかん水等を適切に行い、生育環境の確保に努めましょう。

②台風や発達した低気圧による被害が発生しやすい時期となりました。
強風に備えて、ハウスの点検・補強を行いましょう。局所的な降雨を想定して、ほ場の排水対策やハウスの浸透水対策を早めに準備しま
しょう。

③病害虫の多発時期となります。ほ場観察や予察情報に基づき、薬剤のローテーションを考え、適切な防除対策を実施しましょう。
④余裕を持った作業計画を立て、健康状態を確認して作業を開始しましょう。
熱中症防止のため、適度な休憩と水分・塩分補給を行いましょう。

※本資料に記載の農薬や資材は「地域で推奨するもの」を使用し、倍率や収穫前日数に十分留意して使用してください。









◆農薬の使用に当たっては、使用基準を必ず守りましょう。
なお、品目ごとの栽培防除体系を基に減農薬でクリーンな野菜生産を実践しましょう。

◆防虫ネット・近紫外線カットフィルム・粘着シートなどを活用し、適切な栽培管理と合わせ、病害虫の発生を最小限に抑制しましょう。

※この情報は、上川農業改良普及センター本所地域(旭川市、鷹栖町、当麻町、比布町、愛別町、上川町)向けに作成されています。
気象・土壌条件・作業体系から当地域以外には、適用されませんので十分ご注意ください。（不利益・損害などが発生した場合、当方は責
任を負うことはできません）
※掲載されている農薬情報は、令和２年８月１２日現在の登録内容となっていますので、活用の際は、あらかじめ安全使用基準を確認くだ
さいますようお願いします。

■□■□■□■□ GAP手法の活用 【農作業事故防止編】□■□■□■□

－ 農作業事故防止は日頃の安全確認から －

・機械の点検や清掃、異物除去などを行う際は、機械を完全に停止し、安全を確認した上で点検・調整を行いましょう。
・ほ場や作業道、施設等に危険な場所がないか、日頃から確認を行いましょう。
・危険を伴う作業（高所作業等）を行う際は、安全を確保するための適切な服装・装備を着用し、安全確認を必ず行いましょう。
・作業はできるだけ２人以上で行うか、定期的に声かけや異常がないか確認し合いましょう。離れたほ場で作業をする場合は、あらかじめ、
作業ほ場を家族等に知らせましょう。




